
  

  

 

とても気候の良い１１月になりました。気候と言えば、今年のノーベル物理学賞です。 

四国中央市新宮町出身の真鍋淑郎さんは 90 歳という高齢で、ノーベル物理学賞に選ばれま

した。 

真鍋さんの研究テーマは「地球温暖化の予測」で、大気中の二酸化炭素濃度が気温の上昇

に関係していることを 50 年以上前に突き止めました。そして、現在の気候研究の基礎とな

る「気候モデル」を開発したことが、今回の受賞理由だそうです。 

真鍋さんは自分のやりたい研究をするためにアメリカに渡り、コンピューターを用いて研

究を行ってきました。 真鍋さんの同級生は「真鍋さんは小さいころから勉強ばかりしてい

た。」と、話しています。 

勉強は何のためにしているのでしょうか？皆さんもこんなことを考えたことがありませ

んか。その答えの一つがここにあります。自分が今やっている勉強は、間違いなく自分の未

来に繋がるということです。自分の好きなことややりたいことを継続し、楽しみながら学び

続けて欲しいと思います。 

 

◆ 今年も届けてくれた巨大カボチャ 

今年も南伊予の方が、子どもたちのために東温市から巨大カボチャ 

を運んできて下さいました。 

今年はやや小ぶりでしたが、カボチャを見た子どもたちは「すごい。」 

と感動の声。早速ハロウィンに向けて、自分たちで考えて目・口と顔を 

作っていきました。子どもたちの発想は豊かで白い布をかけてなんと、 

お化けに変身。                          （カボチャのおばけ）  

友達と相談しながら作る姿はいつもと表情も変わり、楽しそうでした。 

体験することの大切さを実感しました。自分たちで作った顔に帽子をかぶせて出来上がる

と、「やったあ、できた。」と、拍手とガッツポーズ。 

自分たちのことを忘れず、東温市から今年もカボチャを運んでくれたことを、子どもた

ちは心で受け止めたようです。相手のことを思う気持ちが、カボチャを通して子どもたち

に伝わったのです。届けて下さった南伊予の方に心から感謝です。 

 

◆ 舞台公演「めぐみの誓い」の公演を通して 

  10 月 21 日（木）、ＩＹＯ夢未来館で 2 時間 30 分にわたる「めぐみの誓い」の舞台公演

を見に行きました。迫力ある演技に子どもたちは食い入るように見ていました。北朝鮮に

拉致された横田めぐみさんを思い、必死で探す父母の深い愛情、家族に会いたいと願うめ

ぐみさんの思いを子どもたちは涙しながら見ていました。「素晴らしかった。拉致問題の

ことを深く知らなかったので見て本当によかった。」などと、胸を詰まらせて感想を話し

ていました。 

演劇を通して親子の愛情の深さや、拉致された人達が一日も早く日本に帰ってきてほし

いなどと、口にしていました。 

公演を見ての感想文には、「自分はもっと拉致問題について勉強していきたい。」「自分

に何ができるだろうかを考えたい。」などと書かれており、一人一人の心にしっかりと思

いが伝わったことが分かり、とても有意義な 2 時間半の公演でした。  
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◆ 手話教室から学ぶ 

  10 月の手話教室は、６日（水）と 19 日（火）の２回実施しました。 

  始めて手話教室に参加する通室生がいるため、１学期の復習を兼ねて 

手話でのあいさつや自分の名前、数字を学びました。 

６日（水）は、自分の「好き」「きらい」の伝え方を覚えて、 

「私はバレーボールが好きです。」を上手に表現できました。 

  19 日（火）には、指文字で書いてあるプリントの問題の「さかな」 （「にじ」を手話で表現） 

 「えんそく」などを読み取りました。 

  最後に、昨年度から習っている「にじ」の歌唱曲を手話で表現しました。「にじ」の手

話は、曲に合わせて毎日練習しています。次回から新曲「ひまわり」にも挑戦します。 

毎月２回の手話教室ですが、一つでも多くの手話を身に付けることができるよう粘り強

く学習に取り組んでいきたいと思います。 

 

◆ 調理実習 

  10 月 14 日（木）の午前中に調理実習を行いました。 

１学期の「焼きそば」に続いて今回は、「チキンライス」です。 

    始めに調理の流れの説明を聞いた後、グループに分かれて役割 

 を分担し、玉ねぎ・ニンジン・ウインナー・ピーマン・キャベツ 

 を切ると同時に米を洗ってご飯を炊きました。男子と女子に分か    （野菜を上手にみじん切り） 

 れて調理を開始しました。男女共に器用に包丁を扱い、手際よく  

調理ができ、学校で習ったことや家庭での手伝いが生かされているのを実感しました。 

  ご飯が炊き上がると具材とご飯を混ぜながらケチャップをかけてチキンライスを仕上 

 げる一方で、「すまし汁」も作りました。でき上がった「チキンライス」と「すまし汁」

を盛り合わせた後、みんなでおいしくいただきました。子ども総合センターの先生方にも

食べていただき、「おいしかった。」と褒められた子どもたちは満足そうでした。 

  調理実習はひと月に 1 回予定し、子どもに生きていく力や自信をつけていきます。次回

は、11 月 11 日（木）に「クレープとさつまいもを使った料理」を作る予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校に関する相談は、はばたき教室に電話をされてから、お越しください。 
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